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答えのない２１世紀で奮闘されている経営者の皆様へ

このレターは、当協会にご縁を頂いている経営者の皆様にお届けしています。

近畿事業推進部の川畑です。毎日暑いですね。危険な暑さの日
も増えてきています。気をつけないといけないですね。
庭の葡萄に房掛けをしました。房掛けしたもので90房あります。
房掛けしていないものを含めると100房以上実をつけています。
もう18年生になりますが、よく頑張ってくれています。日よけ

はもちろん、晩夏には美味しい葡萄で愉しませてくれます。出来
が良い年は、ご近所さんへおすそ分けしています。これから色づ
いてきます。今年の出来はどうでしょうか。

7月27日(土)に「パリオリンピック2024」が始まりましたね。パリは39年前に新婚旅行で3
週間ヨーロッパ5か国(スイス、イタリア、オーストラリア、ドイツ、フランス)を訪問したと
きに最後に訪れた都市です。エッフェル塔やヴェルサイユ宮殿はとても印象的でしたが、そ
れ以上に、レモン添えの生ガキが凄く美味しかったことが忘れられません。どれだけ食いし
ん坊なのでしょうね。(^^)
日本最初の金メダルは、柔道女子48Kg級の角田夏実(つのだなつみ)選手でしたね。おめで

とうございます。48Kg級というと、谷亮子さんの2004年アテネ以来ですから、20年ぶりの同
級制覇ですね。男子60kg級の永山竜樹選手は銅メダルを獲得。準々決勝は疑惑の判定で敗退
となりましたが、よく気持ちを立て直して銅メダルまでたどり着きました。もう金メダル以
上です。永山選手に、ここの気持ちの立て直しについて、いつの日か講演してもらいたいで
す。

7月に2017年から始めてもう14回目となる大前さんに学ぼうシリーズを開催しました。今
回はAI経営の最前線を学ぼうでした。申込が2,000名を超える大記録のオンラインセミナーに
なりました。AI経営に対する関心も相当高いものがあるなと感じました。大前さんの考えを
世の中の多くの方に知っていただき、経営のヒントにして欲しい、そのためにICTを活用して
欲しいという私たちの想いが伝わっているようで嬉しかったです。

8月はビジネスパーソンのDXリテラシー講座を開催します。知らないことは行動に結びつ
かないので、ビジネスパーソンはDXを推進するためには何をすればいいのかをわかりやすく
お話したいと最後の準備を進めています。夏本番。暑い暑い夏ですが、夏バテしないように
気をつけて頑張っていきます。今月も「Ｕ協近畿通心」を愉しんでいただけると嬉しいです。

U 協 近 畿 通 心
～ U 協 を 使 い 倒 し ま し ょ う ～

【 は じ め に 】
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【ICT用語豆知識 「ローコード・ノーコード」ってご存じでしょうか】

現在、日本企業は IT 関連を中心に大きな課題を抱えています。経済産業省レポートでは現在多
くの企業がデジタルトランスフォーメーション（DX）を阻害する課題を抱え、2025年以降では
最大で「12兆円/年」の経済的損失が生じる可能性があると言われています。「2025年の崖」で
すね。また、デジタルシフトを進める上でノーコード・ローコード開発プラットフォームは強力
な起爆剤となり、問題への足がかりになるとされています。コードとはプログラムのことです。
ローコード・ノーコードは専門の技術を持たない人でもアプリケーションを作成し、業務のIT

化を進めるためのツールおよび開発技法です。
特にノーコードツールはドラッグアンドドロップで部品（モジュール）をつなげることで、プ

ログラムを直接知らなくてもアプリケーションが作成できる製品が多く提供されています。非IT
専門職でもアプリが作れIT化、デジタル化を推進できるとして期待されている技術。構造上適用
分野には限りがあるとされていますが、業務効率化、自動化等が期待される技術ですので、貴社
で使えるところでの活用を検討されてはいかがでしょうか。
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庭の葡萄に房掛けしました。庭でもけっ
こう葡萄が愉しめるんです。カラスとの
争奪戦も、ある意味毎年の愉しみです。



前回は、第118回「電話が怖い」（2024.03.15)をご紹介しました。
今回は、第119回「異説・ほうれんそう」（2024.04.16）をご紹介します。
ご存じの通り、「ほうれんそう」とは、ビジネスにとって欠くことのできない報告・連絡・

相談を一括りにした社員教育の要諦で、山種証券の創業者・山崎 種二氏の次男、山崎 富治氏
が発案したとして知られています。同様に確認・連絡・報告の「かくれんぼう」も聞きますが、
「ほうれんそう」のほうが、新人教育の定番として全国に広まりました。今回は、この「ほう
れんそう」の美味を、管理者の皆さんにもおすすめします。
一生のご馳走ほうれんそう！
日本でも、女性の管理者が増えています。他の先進国に比べればまだまだ少ないようですが、

私の知り合いの女性管理者の話をいたします。仮にМさんとしておきます。Мさんは地方都市
にある中堅企業で部長職を務めています。決してバリバリのエリートではなく、むしろ真面目
で地味なタイプでした。課長になったのも40代の終わり頃で、同期と比べても特に早くはあ
りませんでした。しかし、それからの出世が早かったのです。環境保全、営業企画を経て、
50代半ばで、その会社で初の女性部長になったのです。
特に偉ぶる風もなく、物静かに普通に話すМさんは魅力的でした。課長時代の部下の一人か

ら、Мさんのことを聞く機会がありました。その評判は、一言で言うと、人の話を実によく聴
いてくれる上司だというのです。
聴いてくれる 話してくれる
聴く力、話す力で部下から信頼される上司の存在は、珍しいことではありません。しかし、

Мさんの評価は別格でした。心地よく話をさせてくれるのです。Мさんのほうから、さりげな
く誘い水のように話題を振ってくれるのです。部下は張り切って話します。さらにМさんは関
連情報を惜しみなく教えます。「そんなことまで言っちゃってもいいんですか？」と言いたく
なるようなことまで話してくれます。「聴いていてドキドキしちゃうんです」と私に話してく
れたかつての部下のSさんは、とても誇らしげでした。
後日、その話をМさんにしましたら、「話すということは、ギブアンドテイクじゃないかし

ら。情報を与えなければ考えてはくれません。それに、そんなに隠しておかなければならない
ことってないんですよ」、Мさんはにこやかにそう言うのです。
課内で新しい企画提案があると、Мさんは必ず皆にオープンにします。その企画が通ろうが

否決されようが、Мさんはやはり皆にきちんと報告します。企画が通った時には、本当に嬉し
そうに、また通らなかった時は、本当に残念そうに、Мさんは話してくれるのだそうです。
その気持ちと経過を伝えて、課の全員で共有するのですが、そこから、新たな知恵とエネル
ギーが湧いてくるのでしょう。Мさんの考え方や姿勢は、まさに「ほうれんそう」そのものだ
と思います。その開放的な「ほうれんそう」でМさんは、部長への階段を、また一段上がった
のだと思います。
上から下への「ほうれんそう」
報告・連絡・相談は、円滑な社内コミュニケーションの要諦であり、中でも新人教育の定番

として、「下から上に」するものとして教えられてきました。しかし、ある時期から、私は逆
に「上から下に」することの重要性、有効性を感じるようになりました。それ以来、「ほうれ
んそう」の大切さを、新人研修ではなく管理者研修で話すようになったのです。
「生成AI導入の可能性を探れ、と上から言われている。どうだろう、一緒に考えてくれな

い？」。もし上司にこう声をかけられたら、あなたはどうしますか。上司が自分に相談してく
れた。それは部下にとっては最高にやる気を起こす場面です。さらに上司は、考えるのに必要
な、関連する情報や資料を惜しみなくくれました。やがて、あなたが出した企画・提案は、部
長会、役員会にかけられ検討が進んでゆくでしょう。気になる経過報告も、上司は許す範囲で
してくれたのだそうです。こうしてみてきますと、「ほうれんそう」は、新人教育もさること
ながら、管理者研修にこそ必要なのではないでしょうか。前述のМさんにお会いしたのは、も
う10年も前のことです。企業には守らなければならない企業秘密がありますし、それぞれの
セキュリティは厳然と存在するでしょう。Мさんのフランクさは、どこの職場でも真似ができ
るものではありません。しかし、「上から下へのほうれんそう」は、オープンな職場環境を生
みます。そして、部下のやる気と思考力、発想力を育てるのではないかと思います。

【ユーザ協会の得意技！ こういう蓄積・ノウハウがあります。岡部達昭先生編】
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テクノロジーの進化は、あらゆる業種におけるビジネスモデルや働き方に大きな変化をも
たらしました。こうした変化に伴い、業務に必要とされる新しい知識やスキルを学ぶリスキ
リングの必要性が高まっています。そこで、本連載（３回連載）の1回目となる今回は、リ
スキリングの基礎について解説していきます。
リスキリングとは何か

2024年2月26日～29日の3日間、スペインのバルセロナで開催されたモバイル業界の国際
会議、「Mobile World Congress Barcelona（モバイルワールドコングレスバルセロナ）
2024」に参加してきました。一言で言うと「AI一色」という印象で、この業界で働く人たち
はまだAI時代に向けてスキルを習得しておらず、リスキリングが重要だと、業界のリーダー
たちが表明をしていました。日本でも2022年に岸田首相が所信表明演説において、リスキリ
ング推進のために５年間で１兆円の投資を行うと表明し、国策として取り上げられるように
なりました。では、リスキリングとは何なのでしょう。メディアではリスキリング(学び直
し)という表現が散見されます。しかし、これ(学び直し)は半分正解、半分不正解なのです。
日本では学ぶ部分にのみ注目が集まっていますが、リスキリングは身につけたスキルを実践
して、特に社内の成長事業や成長産業で新しい仕事に就くことまでを含みます。
リスキリングの元となっているリスキルという動詞は、「(従業員に)新しいスキルを再習

得させる」という意味であるため、組織の変革ニーズに伴って組織が従業員をリスキルする
のです。つまり、リスキリングは、「組織が実施責任を持つ業務」であると言えます。
従業員視点に置き換えると、リスキリングは「新しいことを学び、新しいスキルを身につ

けて実践し、そして新しい業務や職業に就くこと」です。
社会人の学びには、リスキリング

に似た言葉でリカレント教育があり、
両者の違いについては図にまとめま
した（図参照）。日本では2010年代
からリカレント教育を推し進める動
きがありました。リカレント教育は
生涯学習の一手法で、個人の関心が
原点となって、時間と費用の捻出は
個人が行います。
しかし、仕事を継続しながら私費

で大学院に通学することが可能な従
業員は限られているため、企業変革
に伴うDXを完遂するためのデジタル
人材育成という観点において、欧米
ではリスキリングに注目が集まって
いました。日本でも新型コロナウイ
ルス感染症の広がりから働き方や
ビジネスモデルが変化し、本格的な
デジタル活用が必要になり、世界に
遅れてやっとリスキリングに注目が
集まってきたと言えます。
図：リスキリングとリカレント教育の違い

リスキリングが注目される背景と理由
早くからリスキリングが導入された欧米では、技術的失業を防ぐ最大の解決策としてリス

キリングが注目を集めてきました。技術的失業とは、AIやロボット工学などのデジタル技術
の浸透による労働の自動化によって、人間の雇用がなくなる社会的課題を指しています。
デジタル分野で多くの雇用が生まれているため、こうした技術的失業は起きないという論
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【ユーザ協会の得意技！ こういう蓄積・ノウハウがあります。 
今、リスキリングが注目される理由（１/2）】
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調もありますが、新しく生まれているデジタル分野の業務を担うためには、現在の労働者の
多くはスキルが不十分であるため、技術的失業が生まれるのです。
日本では、デジタル化の重要性は認識されつつも遅々として進まなかったことと同時に、

リスキリングへの理解も進まない状況が続いていました。しかし、前述したとおり新型コロ
ナウイルス感染症が転機となり、働き方におけるデジタル化が進み、非対面型のデジタル分
野の新規事業創出を含む、DXなどの企業変革の必要性が高まってきたように思います。
一方、肝心のデジタル人材はまだ希少であったため、人材を資本と捉えて企業価値の向上

につなげる人的資本経営に対する注目度が高まり、DXを遂行するための人への投資の最大
の施策としてリスキリングが着目されるようになりました。
現在、少子高齢化と地域の過疎化が重なり、日本全国で慢性的な人材不足に陥っている企

業が多くありますが、リスキリングは慢性化する人手不足を解消する手段にもなります。
特に飲食業などでは新型コロナウイルス感染症の蔓延による影響から回復基調にあるもの

の、最低時給を上げて募集をかけても人材を雇えない事態が続いています。こうした事態を
打開するための一つの解決策として、リスキリングによって既存社員の成長を支援し、生産
性を高めていくことが必要になってきています。
リスキリングの効果と導入メリット
リスキリングを導入すると、企業はさまざまな効果が期待できます。まず一つ目は、DX

を成功に導く人材育成が可能となることです。高度なデジタルスキルを持つ人材を社外から
採用することは給与レンジ※１の課題もあり、現実的に難しいところがあります。社内でデ
ジタル人材をリスキリングによって育成していくことは、時間はかかりますが、将来の新し
い事業の担い手となる従業員が育つという利点があります。
二つ目は、従業員の退職を防止し、エンゲージメント※２向上をもたらすことです。
特に今は「自分を成長させてくれる会社で働きたい」というニーズが高まっています。

リスキリングを導入している企業においては、従業員の成長を支援していくため、会社に対
する感謝の念が向上し、在職率が長くなる傾向が顕著に出ています。
そして三つ目に、社外の優秀な人材を惹きつけることできることです。特に米国で新たに

始まっている採用のトレンドである、既存の従業員のSNSフォロワーや友人、知人などと
いった、従業員の人的ネットワークを活用して人材を採用するリファーラル採用を補強する
効果に注目が集まっています。
まず、社内の従業員が社内でリスキリングをした経験や取得した資格などを自分の

LinkedIn※３などのビジネスSNSに投稿します。すると、「私の会社に入社すれば、素晴ら
しいリスキリング環境があり、自分の成長の支援をしてくれる」というメッセージを未来の
候補者の方々に届けることになり、採用マーケティングの効果が絶大なのです。特にミレニ
アル世代※４、Z世代※５と呼ばれる若い世代は、会社の将来的な戦略や存在意義に共感で
きない、自分の成長環境がない、ということにとても敏感で、彼らが退職する大きな理由と
なっています。そのため、自社の従業員をリスキリングすることが、優秀な人材を外部から
採用することにもつながって行くのです。

次回は、中小企業のリスキリングを進めるための方法についてご紹介します。

※１ 給与レンジ：基本給などの上限と下限の幅のこと。
※２ エンゲージメント：契約や約束、誓約などを意味する言葉。ビジネスでは、愛着や思い入

れ、信頼関係などを意味する言葉として使われている。
※３ LinkedIn（リンクトイン）：世界最大級のビジネス特化型SNS。
※４ ミレニアル世代：アメリカで西暦2 0 0 0年以降に成人を迎えた世代。成長過程でI T革命を

経験し、デジタルデバイスに親しんだ「デジタルネイティブ世代」である。
※５ Z世代：生まれた時点でインターネットが利用可能であった最初の世代。ミレニアル世代

の下の世代であるため「ポストミレニアル世代」とも呼ばれる。

【ユーザ協会の得意技！ こういう蓄積・ノウハウがあります。 
今、リスキリングが注目される理由（２/２）】



7/25に大前さんに「AI経営の最前線を」学ぼうを開催しました。AI経営に関心が高い方が
多く、全国から2,000人を超える応募がありました。アンケートもたくさん回答いただき、
関心の高さがよくわかります。当日は、日本マイクロソフト社の加藤様から最新のAIツール
としてCopilotの事例、実演紹介もありました。Copilotの話は次頁をご覧ください。大前さ
んに「AI経営の最前線」を学ぼうの概要をお話します。次回は来年1月開催予定です。
＜サマリー＞
①2022年11月に公開されたChatGPTによって、2023年には第4次AIブームが到来

2024年に入って生成AIの社会実装が進み、AI関連企業が株式市場を牽引
OpenAI マイクロソフト Google → 製品・サービスへの搭載本格化

②生成AIの開発を巡り、ビッグテックやスタートアップによる熾烈な競争が過熱
2/15にOpenAIが発表した動画生成AI「Sora」はテキストから1分間の動画生成を実
現して、世界に衝撃を与えた
＜世界の生成AI関連企業＞
アリババ、バイドゥ、バイトダンス、グーグル、アップル、アマゾン、OpenAI、
マイクロソフト、xAI、イライザ、サイバーエージェント、ソフトバンク

＜参考URL https://openai.com/index/sora/＞
③AI導入による人員削減が増えつつあり、マイクロソフトは労働組合と提携しながら
「AIが仕事を奪う懸念」に対処 AI開発と活用が急速に進む中、AIがもたらすリスク
に対して各国・地域でAIの規制作りが始まっている
米国では業務の1/4がAIで自動化される可能がある オフィスサポートは46％
＜EU、米国、日本の規制＞
EU:2023年末に規制法案を世界初でまとめる 3/13欧州議会で包括規制法案可決
米国：事業者の自律性を尊重し、事業者の自主規制に任せる方針

MS、Googleなど巨大IT企業が合同で自主規制を策定中
日本：具体的な法規制の動きなし 政府はAI事業者ガイドライン案を策定

④AIの進化に伴い、2024年はAI経営を実行する年になる AI導入の目的は米国では付加
価値向上、日本企業ではコスト削減を目指すケースが多い。日本企業の生成AIの導入
は遅れている 規模が小さい企業、製造・サービス・流通・建設業が特に遅れている
＜生成AIモデルの既存事業の高度化・効率化への利活用例＞
製造：製品デザイン自動生成 金融：問い合わせ対応
流通小売：商品説明分の自動生成 広告：広告コンテンツの自動生成

⑤AI経営の目的は、業務プロセス全体をAIで進化させて企業変革へと導くことである
米中企業にも先行事例はまだ少ないため、日本企業にとっては今が生成AIを企業経営
に導入する絶好のチャンスであり、積極的に取り入れる必要がある
AIドリブンカンパニー（AI経営の究極系社員0）も出現してくる
＜生成AIサービスの導入状況＞
米国73.5％ EU66.2％ 日本18.0％ 従業員1千人未満の日本企業では15.7％

⑥生成AI導入・活用の各ステップでは、AI導入支援会社を活用することも必要となり、
外部協力を得てAI経営を推進していく方法がよい
ChatGPTが提供するAPIを利用したプラグインを通じて、自社サービスをChatGPTに
連携させて提供することも可能
＜導入支援会社例＞
ビザスク：ビジネスアドバイザーと顧客をつなぐスポットコンサル
テックタッチ：企業の業務ソフトにChatGPTを最短1週間で連携利用可能

⑦生成AI研修、生成AI活用コンテストなどの社内普及のための取組を土台として、AI経営
のスピードを一気に加速すべき 1000万円の懸賞でも具体的に企業価値を高める事例を
提示できた人には支払っても十分ペイする（SoftBank事例）1つのやり方であり、
数年後の成果が出る なにも報奨がない状態でシステム的に取組むよりも勢いが出る
可能性がある
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【お役立ち情報：7/25大前さんにAI経営の最前線を学ぼうを開催しました。 】

https://openai.com/index/sora/


7/25大前さんにAI経営の最前線を学ぼうの第2部で日本マイクロソフト社(以下MS)の加藤様
から｢生産性向上に役立つAIツールの最新情報｣ということでCopilotの紹介、実演がありました。
その中からピックアップして内容を紹介します。MSのoffice365（Outlook、Word、Excel、

PowerPointなど）を使っている方は想像してみてください。今使っているそのソフトが強力な
あなたの秘書になった時にあなたの生産性がどれくらいアップするかということを！
例えば10％アップなら25.4日/年（1カ月余りの仕事量）、30％アップなら76.3日/年（4カ月

弱の仕事量）の日数が創造的業務に使えるんですよ。これがCopilotの利用によって現実味を帯
びてきます。CopilotはOpenAIが開発した大規模言語モデル(GPT-4)と、マイクロソフトが保有
するデータ(Microsoft Graph)を組み合わせた独自の技「Prometheus」を利用しています。

ChatGPT-4は2023年4月のデータで学習していますので、それ以降はMSが情報補完する形で
すね。これ嬉しいですね。Copilotは無料でも使えますが、注意が必要です。それは会社情報等
扱いですね。MSは①お客様のデータはお客様のもの ②お客様のデータはAIモデルのトレーニ
ングには利用されません ③データは高度なエンタープライズコンプライアンス、セキュリティ
制御によって保護されるといっています。有料版はマイクロソフトが情報管理をしっかりして
くれますが、無料版ではそれは担保してくれませんので会社情報等の扱いには十分な注意が必
要です。Copilotで何ができるかの7つご紹介します。対話ができ、文書・音声で指示可能です。
①文章生成/修正 ②画像生成/修正 ③動画生成 ④資料の読解/要約
⑤翻訳/要約、意訳 → 直訳のみならず意訳にも対応 ⑥情報/データの処理
→ お役様の声を読み込んでの集約・分析生成 レシートを読み込んで経理仕訳を生成

⑦画像からの情報処理 → ホワイトボード画像を読み込んで議論のプロセスや内容整理
◆サービス種別
〇Copilot+PC → NPU(AI機能をPC側で効率的に使うプロセッサ)が使われる
〇Copilot Studio → 企業独自環境、企業独自情報を使って作成可能
〇Copilot Microsoft for 365 
→パワーポイント プロンプト(指示)によりスライドを自動作成
→ホワイトボード プロンプト(指示)により出ている意見を自動分類、アイデア壁打ち可
→エクセル プロンプト(指示) によりグラフを自動作成 グラフはCopilotが自分で判断

プロンプト(指示)によりお客様の声をまとめ、分類可
→アウトルック → プロンプト(指示)によりメール文や返信文の作成可

◆Copilotの効果 生産性とスピード 品質と創造性 集中時間に効果あり 17時間/人・月
Copilotでどのような生産性向上ができるのか映像でご覧ください。
3カ月の限定公開ですので、視聴期間にご注意ください。
Copilot #1_営業職編_MS（4分23秒） https://youtu.be/4RaGXltaBfw
Copilot #2_経営者編_MS（4分26秒） https://youtu.be/PUEGwbzouE4
Copilot #3_マーケ編_MS（4分6秒 https://youtu.be/G6kN7mTR5LY
どうでしょう。コパってみたくなりませんか。私は使いたいとセミナーで思いました。

◆生成AIをもっと使いこなす取り組み例
〇社内でプロンプトを共有する 事例大会等
→ 生産性と働き方に変化がおきているところまでもっていく

〇生成ＡＩを日常のプロセスに入れる 生成ＡＩを使う時間を作らせない
〇ロールプレイもCopilotでできる
最後に加藤様は「AIに仕事を奪われるのではない AIを使いこなしている人に仕事を奪われ

るのである」と言われていました。AIを使いこなせる人になりませんか。
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【お役立ち情報：マイクロソフト社のCopilotが凄いですね。】

＜原稿大募集しています！＞

あなたの知識や経験等が他の会員さんのお役に立てば、嬉しいですね。
いつでも待ってま～す。写真等も大歓迎です。

送り先： f.kawabata@jtua.or.jp （川畑）までファイル（Ａ４）を送ってください。

https://youtu.be/4RaGXltaBfw
https://youtu.be/PUEGwbzouE4
https://youtu.be/G6kN7mTR5LY
mailto:f.kawabata@jtua.or.jp


【2024年度 全国参加型ICTオンライン講座 第２弾】 

プライバシーポリシー（プライバシーに関する公益財団法人日本電信電話ユーザ協会の確約）
公益財団法人日本電信電話ユーザ協会は、常日頃より関係者の情報を厳正に管理し、プライバシー保護に努めています。ユーザ協会は、関係者様の
個人情報は当協会の定款に基づく事業目的以外には、使用致しません。なお、頂いたメールアドレス宛に、今後協会の各種情報を送付させて頂きます。

ビジネスパーソンのDXリテラシー講座
～DXとは何かを確認して、企業でDXをどう推進するかを学びましょう！～

人手不足対策、コスト削減、生産性向上など、企業経営課題が山積す

る中において、昨今全世界で話題となっているデジタルトランス

フォーメーション（DX）をどのように始めたらよいか、またどのような

方法で推進すればよいかについて、具体的かつ分かり易く解説し、更

に経営者や管理者・業務担当者のそれぞれの立場で役割を考え、行動

に直結する活用術を学ぶリテラシー講座です。

経営者・管理者の皆さま、更にDX推進担当者の皆さまは、この機会

に是非ご参加ください。

【開催日時】 2024年８月６日（火） 13:30 15:00
【 対象者 】     中堅・中小企業の経営者、管理職、DX担当者 等

【 講 師 】 （公財）日本電信電話ユーザ協会近畿事業推進部長 川畑 文雄 氏

【 定 員 】 ３００名

【申込方法】 以下ＵＲＬまたは右ＱＲコードからお申込みください。

【参加方法】 「Ｚｏｏｍ」にてライブ配信します。視聴ＵＲＬ等詳細は、1週間前、1日前の
リマインドメールにてお申込みメールアドレス宛にご案内致します。

【 参加費 】    一般 ５,５００円（税込）、ユーザ協会会員は無料

【 主 催 】 （公財）日本電信電話ユーザ協会

【 共 催 】   東日本電信電話㈱、西日本電信電話㈱

〔問い合わせ先〕各支部のホームページをご確認ください。

電話 0120-20-6660 最寄りの支部につながります。

ユーザ協会会員様は

費参 加 料無

（注）1.本講座の録音・録画は禁止とさせて頂きます。ご協力の程お願いします。 2.本講座の内容は、若干変更となる場合が
ありますので、ご容赦ください。

https://coubic.com/jtua-kinki/2416987

＜締切間近 ８月４日（日）＞

https://coubic.com/jtua-kinki/2416987


【第１部～特別講演】 「中小企業には中小企業のＤＸがある」 〔90分〕

【主催】公益財団法人 日本電信電話ユーザ協会
【共催】 東日本電信電話株式会社、西日本電信電話株式会社

【主な内容】
■一般的なデジタル論やあるべき論は無視してよい
■大手企業やIT企業の事例を参考にしてはならない
■中小企業のDXの鍵は「ノーコード」と「ローコスト」
■中小企業のDXは営業DXから進めるべき
■すべての顧客が無限ループする仕組みをデジタルで作れ
■普通の人が普通に営業すれば売れるAI活用
■必ず成功する要諦は経営の神様が教えてくれた 他

講師プロフィール：長尾 一洋（ながお かずひろ）氏】

㈱NIコンサルティング代表取締役 中小企業診断士、孫子兵法家。横浜

市立大学商学部を卒業後、経営コンサルティング会社で戦略構築、営業指

導、人事改革などを経験し、課長職を経て1991年にNIコンサルティング

を設立。自社開発のITツール「可視化経営システム」で経営コンサルティン

グをDX化し、更にローコスト化。1万社を超える企業に導入され、戦略実行

力や営業組織力の強化を実現している。

2500年前から伝わる最強の兵法『孫子』の知恵を現代企業の経営に活

かす孫子兵法家としても活動中。

【第２部】 「DXの第一歩！専門知識不要のノーコードツール活用術」 〔30分〕

「DXの必要性は感じているが、どこから手をつければいいのかわからない！」「DXなん

てウチにもできるのか？！」「ＤＸに費用をかける余裕がない！」そんな不安を一掃する、

デジタル人材が居なくても、そしてローコストでも実現できる中小企業ならではのDX

戦略を、コンサルティングで数々の企業の業績を向上させてきた長尾一洋氏（㈱NIコンサ

ルティング 代表取締役）が提言します。

聴講方法
「Ｚｏｏｍ」にてライブ配信します。視聴ＵＲＬ等詳細は、1週間前、1日前のリマインドメールにてお申込み
メールアドレス宛にご案内致します。

申し込み
方法

参加費 お一人様５，５００円（税込） ユーザ協会会員は“無料”

定 員 オンライン：１，０００名 会場（体験会）：３０名〔先着順〕
※会場は、ノーコードツール体験会参加の方のみとします。なお、第一部から受講できますので、

13時10分までに直接会場へお越しください。（長尾氏講演はオンライン視聴となります。）

９月９日(月)までに 右ＱＲコード または 以下申込サイトからお申込みください。
https://coubic.com/jtua-kinki/4927811

https://coubic.com/jtua-kinki/4927811

〔問い合わせ先〕各支部のホームページをご確認ください。電話 0120-20-6660 最寄りの支部につながります。

オンラインで参加頂いた方の中か

ら、抽選で50名様に長尾氏の最新

著 書

をプレゼントします。当選発表は、

発送をもって代えさせて頂きます。

特参 加 ①典デジタル人材がいない
   中小企業のためのDXセミナー

2024年9月11日（水）13：30 15：50
＜セミナー終了後、ノーコードツール体験会あり＞

〔オンライン・会場〕 講師 ： ㈱ＮＩコンサルティング 代表取締役 長尾 一洋 氏

〔オンライン・会場〕 講師 ： サイボウズ株式会社 営業本部 三谷 菜穂美 氏

【セミナー終了後】 「ノーコードツール体験会」 〔60分〕
〔会場〕 東京都中央区日本橋2-7-1 東京日本橋タワー 27階

体験会に参加頂いた方全員に、もれなく長尾氏最新著書プレゼント特参 加 ②典

・参加者お一人づつ専用端末をご用意しますので、講師の指導のもと存分に体験してください。

・第1部から受講できますので、13時10分までに会場へお越しください。別途ご案内します。

＜ 募 集 中 ＞

https://coubic.com/jtua-kinki/4927811
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